
地方の建設会社における
ＩＣＴ導入の変革について

福留開発株式会社



平成28年４月 i-Construction推進チームの設置
（ソフトウェア・ハードウェアの購入）

平成28年９月 H28年度 西畑河床掘削工事にて、施工者希望Ⅰ型によるICT活用による施工実施
（自社による3次元起工測量・データ解析・３次元設計データ納品の実施）

現在施工中※の3件の現場を含めこれまで12件のICT土工を実施（※2020年1月現在）
河川土工 ： 掘削工、法面整形工
道路土工 ： 掘削工、路体盛土工、盛土材の敷均し・転圧

① 起工測量（UAV・TLS測量）【 Phantom4Pro、GLS-2000 】
② ３次元設計データ作成 【 SiTECH3D、EX-TREND武蔵 】
③ ICT建設機械による施工 【 MG/MCバックホウ、MCブルドーザー等 】
④ ３次元出来形計測・管理 【 Phantom4Pro、TREND-POINT 】
⑤ ３次元データの納品 【 TREND-POINT、デキスパート 】

全面的ICT施工を自社で内製化を実現

現在までの全面的ICT活用工事現場（ICT土工）

・・・全面的ICT活用工事

・・・現在施工中工事（3件）2020年1月現在

・・・県工事における全面的ICT活用工事

当社におけるICT土工への取組みの流れ



工 事 名 ： 平成28年度 西畑河床掘削工事
発 注 者 ： 国土交通省 四国地方整備局 高知河川国道事務所 仁淀川出張所
工事場所： 高知県 高知市 春野町 西畑地先
工 期： 平成28年9月3日～平成29年3月28日
請負金額： ￥132,840,000（税込）
工事内容： 河川土工

掘削工 V=19,000m3、土砂等運搬V=17,900m3（戸原・南国箇所）
粒度調整工V=12,000m3（粒度調整 撹拌混合）
土砂等運搬（野市箇所、土佐市箇所）

工 事 概 要

施 工 箇 所

工 事 場 所 全 景

①工区

②工区

③工区

④工区

粒度調整ヤード

ICT土工工事における課題
課題①：水面部における３次元測量の精度問題
課題②：自然現象に影響される施工完了後の出来形不足問題

ICT土工事例紹介（H28西畑河床掘削工事）



対応：具体の工事内容及び対象範囲について協議 特記仕様書 第38条 4項「ICT活用工事について」

協議内容：ICT技術の全面的活用における、具体的な工事内容並びに施工範囲について

理 由：当初、施工者希望Ⅰ型による河川土工（掘削工)での全面的ICT活用工事にて受注していたが、概算発注であったため、後日指示された詳細設計を
確認したところ、UAVによる3次元起工測量・出来形管理撮影において、掘削箇所の一部が水中部にかかってしまい、UAVによる3次元起工測量・
出来形管理を活用する事ができず、発注者側とICT活用施工の範囲について協議・変更した。

ICT活用施工実施一覧表 ○：実施可　　×：活用不可

①工区 ②工区 ③工区 ④工区

3次元起工測量 × × × ○

3次元設計データ作成 ○ ○ ○ ○

ICT建設機械による施工 ○ ○ ○ ○

× × × ○

3次元データの納品 × × × ○

3次元出来形管理等の施工管理

備　　　　考

④工区のみICTの全面的活用が可能である。
①～③工区においては地盤線の一部が水中部に有り、UAVでの空撮時に、
水面の乱反射により正確な地形データが取れないため、従来での測量方法
となる。出来形管理においても同様の理由で、ＩＣＴ活用を行うことが不
可能である。よって、3次元設計データ作成及びICT建機による施工のみ
実施するものとする。

①工区

③工区

④工区
現況高さT.P. +0.0m

（常時水が溜まっている状態）

≪参考≫各工区の現況高さと掘削後の仕上がり高さ

①工区：T.P.+1.0m → T.P.+0.0m
②工区：T.P.+1.0m → T.P.+0.0m
③工区：地山LEVEL → T.P.+0.0m
④工区：地山LEVEL → T.P.+1.0m

現況写真

②工区

課題①水面部における３次元測量の精度問題



地盤線標示箇所
水面無しの地形データ

水面部の地形データ

※地盤線が正確に標示されている状態

※上下に点群がバラついている為
正確な地盤線を計測する事が出来ない

陸上・水面部の地形データの状況

対応：具体の工事内容及び対象範囲について協議 特記仕様書 第38条 4項「ICT活用工事について」

協議内容：ICT技術の全面的活用における、具体的な工事内容並びに施工範囲について

課題①水面部における３次元測量の精度問題



※当初発注図より3次元設計データを作成し、
3次元起工測量で得られた現況地形データと比較
したところ、河川の増水等により現況地盤が洗堀
された状態であった。

理 由：全面的ICTの活用による施工（④工区）であるが、自然現象（河川の増水、干満による水位の変動）により施工中・施工後に地盤の一部が洗堀されてしまう。
3次元出来形管理では設計データとの比較となり、洗堀部分においてはマイナス側の出来形が規格値外となる。また、掘削時においては法肩部の崩壊防止処置
として、現況地盤への摺付け（ラウンディング）が発生するため、ICTでの出来形計測基準（法肩・法尻から水平方向±5cmは評価対象外とする）では出来形
不足となる。そのため、規格値の変更について協議し、河床掘削である事からマイナス側を外し、プラス側のみを出来形評価対象とした。

発注図(平面図・横断図)より作成した3次元設計データと
3次元起工測量で得られた現況地形データとの対比

比較プロジェクトによる対比

対応：3次元出来形管理における規格値の変更についての協議 特記仕様書 第38条 10項「ICT活用工事について」

協議内容： 3次元出来形管理における規格値の変更について

※施工時・完了後においては、河川の増水により 施工箇所が洗堀
させれてしまい、マイナス側の規格値を設定した場合、施工完了後
に洗堀箇所の盛土による再施工が発生する。

法肩部の崩壊防止対策

※現況への摺り付け(ラウンディ
ング)により、マイナス側におい
て規格値外となってしまう。

もとの地盤形状

課題②自然現象による施工完了後の出来形不足問題



対応：3次元出来形管理における規格値の変更についての協議 特記仕様書 第38条 10項「ICT活用工事について」

協議内容： 3次元出来形管理における規格値の変更について

協議により
（１）マイナス側の数値は出来形評価対象外
（２）ヒートマップの色 黒→濃い青に変更

洗堀部

ラウンディング部

課題②自然現象による施工完了後の出来形不足問題



掘削発生土（表土・砂利）を盛土材として流用するため、所定の比率（土量比率）にて攪拌混合するための土量管理において、
UAV測量にて取得した３次元点群データを活用することにより、従来に比べ時間・労力を大幅に削減することができ、且つ正確な数量を算出することで品質向上にも繋がった。

【 UAV測量による現場管理の効率化 】

敷均し・整地後に
基本となる点群データの取得 砂利数量

V=1543.2-380.8=1162.4m3

土量比率(表土：砂利）
380.8m3：1162.4m3=1：3

表土敷均し後の数量確認
Ｖ＝380.8ｍ3

砂利敷均し後の数量確認
Ｖ＝1543.2ｍ3(全体)

ミキシングフォークによる
撹拌状況

その他生産性向上に向けたICT活用
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【 ICT活用（３次元起工測量）と通常業務との経済比較 】
（※平成28-29年度 西畑河床掘削工事より）

現場条件：河床体積土砂・草の撤去に伴う計画測量 計画平面図

中心線測量(＠40m)L=560m
横断測量 N=15箇所

対空標識設置・撤去
N=8箇所（@100m以内）

ドローンによる撮影枚数
N=266枚

対象面積 A=42,000m2
延長 L=560m

約56０m

計画測量箇所

ドローン撮影による3次元データ・計画施工範囲の作成

施工面積=5,832m2

その他生産性向上に向けたICT活用



【 ICT活用（３次元起工測量）と通常業務との経済比較 】
（※平成28-29年度 西畑河床掘削工事より）

基本測量
(基準点・水準点)

中心線測量

横断測量

平板測量
(掘削範囲の面積確認)

対空標識設置

ドローン撮影

対空標識撤去

データ解析・処理

作業フロー図

従来測量 ICT活用

図面・成果簿作成0 20 40 60 80 100

時間(ｈ)

ICT活用(UAV測量)

基準点・水準点測量 対空標識設置 ドローン撮影 対空標識撤去 データ処理・報告書作成 生産性

0 20 40 60 80 100

時間(ｈ)

従来測量

基準点・水準点測量 中心線測量 横断測量 平板測量 図面・成果簿作成

16 8 4 4 24

16 8 16 12 40

36

作業時間比較表
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20

従来測量 ICT活用

作業人員比較表

4

3
1

1.5
22

5

7.5

4

5

5

作業時間 -36ｈ(約39%)、作業人員 -7.5人(約38%) 削減

（累計92ｈ）

（累計56ｈ）

現場条件：河床体積土砂・草の撤去に伴う計画測量
面積A=42,000m2、延長L=560m

その他生産性向上に向けたICT活用



初めてＩＣＴ活用工事に取り組んだ平成２８年度工事におけるノウハウを踏まえ、
翌年度以降も引き続き『ICT施工での工夫』をテーマに新たな挑戦を行った。

ICT
活用工事

ICT
活用工事

平成29-30年度 用石堤防漏水対策工事 平成30年度 鎌田改良第３工事

他工事でのＩＣＴ（土工）活用事例



法面整形をはじめとするＧＮＳＳを用いた河川土工・道路土工の半自動化がメイン

どうせ現場でＧＮＳＳを使う
なら、もっとＩＣＴの幅を
広げて“楽”をしよう。盛土の法面整形

盛土材の敷均し
（締固め層厚のMC）

締固め管理システム
を用いた締固め

一般的なＩＣＴの活用としては・・・



河川工事では、築堤盛土に対して、現場打階段を施工
勾配のきつい床掘作業ほど煩わしいものはない……。

現場打階段

平面図 S=1:50

▽仁淀川計画高水位 T.P.+8.38
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床掘部分

作業土工(床掘)にもICTを！《活用事例》



構造物の作業土工を３次元設計データ化し、
ＭＧバックホウにより床掘作業を実施。

3次元設計データを作成
(SiTECH 3Dにより20分程度で作成)

従来のＩＣＴ土工と同じく、
モニターに映し出される電子丁張にて床掘を実施

作業土工の設計データでＩＣＴを日常的に活用



『たかが床掘、されど床掘。』
作業土工は目的構造物ではないが、地味に時間の掛かる測量作業は必要不
可欠である。
どんなに簡単な場合でも、測量の準備計算～丁張りの設置までには最低で
も2時間程度の時間を要する。
ICT建設機械の利用を視野に入れれば、3次元設計データの作成のみ
(最短25分程度)の準備で作業土工の実施が可能に！

鋼矢板圧入部の床掘

重力式擁壁の床掘

『SiTECH ３D』
により

３次元設計データ
を作成

強みは測量作業の短縮



３次元設計データ作成ソフトを使用し構造物の測量も容易に！
道路改良工事では様々な構造物に対して、測量作業の飛躍的なスピードUPを図ることができた。

自動追尾型光波

光波操作携帯端末
及びアプリ

3次元設計データ
作成ソフト

３次元設計データを土工以外でも



社外での講習会参加に加え、社内での勉強会を積極的に実施。
また、現場が中心となったICT勉強会開催や外部の講習会へ講師として登壇。

ICT勉強会の実施

3次元設計データ作成講習会（社内） i-Conセミナーに講師として登壇（高知県主催）

ICT勉強会の開催自動追尾型光波活用講習会（社内）



※３Dモデル+3次元点群データ：平成29-30年度 高須高架橋下部第1工事

国土交通省では【 C I M 】導入・推進にあたり、平成29年度からガイドラ
インが整備され、今後においては本格的に２Dから３Dへ展開されていくと
思われる。
当社においても、これまでのICT施工と併せ３Dモデルをいち早く取入れ、
生産性向上に向けた取組を行っている。

CIM導入により期待される効果

①情報の利活用(設計の可視化)

②設計の最適化(整合性の確保)

③施工の高度化(情報化施工)、判断の迅速化

④維持管理の効率化、高度化

⑤構造物情報の一元化、統合化

⑥環境性能評価、構造解析等

３Dモデル・VRを活用した現場施工への取組み



従来の２D図面では確認しづらい詳細箇所など、３Dモデルを活用する事により事前に問題点を把握し検討・対策を行うことが
できるため、効率的に現場作業を進める事ができる。
また若手技術者では２D図面から完成形をイメージする事が非常に難しく、工事途中での認識違いによるトラブル等があった
が、３Dモデルでは若手・ベテラン共通認識で施工を進める事ができる。
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ＡＰ１０橋脚 配筋図（その１） S=1:50

AP10橋脚 配筋図(その1)

２D図面では
見る人によって
イメージが違う

鉄筋配筋３Dモデル

完成形３Dモデル

※完成イメージを共通認識で
把握する事ができる。

！協議により配筋変更！

アンカー詳細モデル

配筋時の干渉チェック

①３Dモデルの効果活用



当社が導入している「TREND-CORE VR」 では、作成した３Dモデルから閲覧可能なVRへと変換することができ、
現場の進捗状況に合わせた施工イメージを疑似体験することが可能。
実際、現場未経験の新入社員に対する安全教育や、学生や一般の方々への現場見学会など様々な場所で活用している。

VRを使った新入社員・若手技能への安全教育 現場見学時でのVR活用状況

②若手技術者・学生などへのVRの活用



完成検査時に３Dモデル・VRを活用して現場条件や各構造について具体的にイメージしてもらうことで、その後の書類検査においてより
効率的に現場情報を把握することが可能となり、特に遠隔地や点在した施工箇所の状況把握には十分活用効果がある。

VRを活用した技術検査実施状況 模型モデルによる確認状況（隣接工事との状況把握、構造断面の確認など）

各工種での施工状況把握（現場打ち杭施工時、コンクリート打設時）

③検査時におけるＶＲの活用



作成した３Dモデルに出来形・品質・工程などの属性を付与することにより、これまでの検査に比べ各種情報を一元化して
確認することができ、検査時間の短縮とスムーズな検査進行が図れる。

３Ｄモデルを活用した技術検査実施状況

①施工段階シーンによる概要説明

②現場施工時の安全対策実施状況（動画）

③リンク付けにより各構造の出来形・品質等の確認

④検査時における３Ｄモデルの活用



i-Construction大賞 受賞！

令和元年度 i-Construction大賞を受賞致しました！
今後ともICTの普及に積極的に取り組んで参ります。

i-Con大賞授賞式（令和2年1月14日）
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